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ホームページお助け隊 カール（吉田和史） 

 



       <進行予定> 
  9:30-10:00 ウオーミングアップ 
10:00-11:00 災害と情報活用 
11:20-11:50 ワタシの体験 
13:10-14:00 体験しましょう 
14:10-14:50 ホームページお助け隊 
15:00-16:00 ゲストコーナー（予定） 



9:30-10:00 ウオーミングアップ 

• SNS（ソーシャル・ネットワークサービス）ってなーに？ 

• ツイッター、フェイスブックやってますか 

• 今の活動を報告するホームページありますか 

• 震災に情報活用なんてトンデモない 

• 地域防災活動の悩みはありますか 

• 他所の団体のことを知りたいですか 

• PCもスマホも苦手。メールも面倒。 



15:00－15:30 自由発言コーナー  

• 復興まちづくりは誰のため 

• 住民が主役（主体）になるとき 

• よそ者は、きっかけつくりと背中押し 

• 箱ものや福祉に力がはいるが、情報活用はあと回し 

• ホームページ事例から見る現地の思い 

• スマホ時代はユニバーサル（写真・映像） 

• 使い慣れ～写メ、デジカメ動画、youtube、地図 

• 結局、ひと に帰結する 



10:00-11:00 災害と情報活用 

• 情報ボランティアって何？  

• ビッグデータから発災時行動をみる（NHK） 

• 目でわかる情報トライアングル 

  ツイッター／フェイスブック／ホームページ 

• 水・食糧・住い・・ プラス 生の情報で安心安全 

• 新しい公共と情報活用 

 iksvn（HP／BLOG、FB、Twi) 

 グーグルマップ／ｅコミュマップ 

 地域災ボラのサイト（例。横浜市瀬谷区） 



 ツイッター（twitter） 

 フェイスブック（facebook） 

 ホームページ／ブログ 

 ＋TV局＋地域FM局 



NHKスペシャル～ビッグデータ 

http://www.nhk.or.jp/special/detail/2013/0303/index.html 

http://www.nhk.or.jp/special/detail/2013/0303/index.html


ツイッター発信で被災度を判定 

• 東日本大震災では、沿岸部のつぶやきが皆無 



ツイッター～ライフライン 

https://twitter.com/who_to_follow/lifeline 

https://twitter.com/who_to_follow/lifeline


ツイッター～かながわ災害情報ボラ 

https://twitter.com/iksvn119 

https://twitter.com/iksvn119


地図つくり～グーグルマップ活用例 

http://goo.gl/maps/BqCcE 

神奈川県内の社協 

とボラセン所在地 

http://goo.gl/maps/BqCcE
http://goo.gl/maps/BqCcE


逃げ地図 

• こんな紹介ありました・・ 
• http://www.nigechizuproject.com/ 

http://www.nigechizuproject.com/


FBグループ～iKSVN 災害時情報活用 

https://www.facebook.com/groups/141231586017341/ 

https://www.facebook.com/groups/141231586017341/


iKSVN～災害時情報活用 

http://iksvn.jimdo.com 

http://iksvn.jimdo.com/
http://iksvn.jimdo.com/


瀬谷災害ボランティアネットワーク 

http://seya-svn.jimdo.com/ 

http://seya-svn.jimdo.com/
http://seya-svn.jimdo.com/
http://seya-svn.jimdo.com/


11:20-11:50 ワタシの体験 

• 神奈川ボラステでホッチキス、受付、洗濯 

• 現地ボラセン体験（東松島） 

• ボラバススタッフ（陸前高田、釜石、大槌） 

• 復興支援ITボランティア（大船渡） 

• わかめ販売（南三陸） 

• わかめゼミナール（大船渡） 

• こども達の笑顔を、ピアノ寄贈仲介（大槌） 



ボラステ事務 

ボラセンスタッフ 

ボラバススタッフ 

ITお助け隊 

ホームページお助け隊 



この2年間のわたしの関わり 

• KSVN：ボラステ情報ボランティア活動（事務、ＩＴ） 

• KSVN：東松島市ボランティアセンターでの短期研修 

• KSVN：ボラバス岩手便・スタッフで現地活動 

• KSVN：ホームページお助け隊活動 

• 大和市災ボラ：東松島市での活動スタッフ 

• ボランティアインフォ：ホームページ作成支援 

• 大槌町鹿子踊り伝承館ドロノキ・プロジェクト 

• ＮＰＯ事業サポートセンター：ＩＴボランティア 

 

 

 



関わりの動機 

• 定年後に、社会活動に関わらないと・・ 

• 横浜のNPOなどのセミナー等に参加したものの 

• 2011/5月に情報ボランティア募集案内メール 

• 何ができるかできないか、とりあえず行こう 

• とりあえず何でもやってみよう 

• ハード系作業からIT系へのシフト 

• まちづくり支援にホームページは役立つの 

• 人とのつながり、まちの変化に刺激されて 



現地で感じてみよう 

• 東松島ボランティアセンター（矢本・大曲・赤井） 

• 岩手ボラバスのスタッフ（陸前高田・釜石・大槌） 

• 大和から東松島支援（野蒜） 

• こども達に笑顔を！ツアー（遠野・大槌） 

• 復興支援ITボランティア（大船渡） 



わずか１０日程度でしたが、貴重な体験 

情報活用ではなくハードボラ体験 



現場は、携帯電話とペンで十分 

• 停電状態、設備の電気系統故障 

• 自転車が有効（本部や現場との往復） 

• 本部とは電話連絡、紙にメモ書き 

• 受付して、現地の地図を渡す 

• そもそも土地勘ないので自転車で土地勘養う 

• 団体のスタッフはリピータ多く、手間かからず 

• 道具の準備、片付け（泥、清掃）でスタッフ多忙 

• 活動記録、マッチング用紙へのフィードバック 

 



前夜のマッチング作業 

• 本部からマッチング情報（ニーズとボラ人数） 

• 活動終了後に、深夜まで翌日のマッチング 

 →活動内容が現地に行くまでわからない理由 

 →遠野まごころでは、活動当日朝にマッチング 

• 活動バッファー 活動量の多い場所で作業調整 

• マッチングは『えい！や』で決めることが多い 

• 臨機応援の対応、采配はひとりがよい 

 

 



ITは役立ったか 

• 当初、ボラセンに必要なIT化、応援要否を調査 

• 活動始まったときに使えるツールしか使わない 

• IT活用：ボラ・マッチング登録、活動先地図の入力 

• スマホ時代は事情が変わるかも。バッテリーが命。 

• 『ITお助け隊』構想棚上げ。 

• ボラセン発信のホームページとツイッター発信 

  →特定スタッフの陰の努力（深夜、早朝） 

 

 

 

 



スタッフ共同生活 

• ボラセン本部近くの寮をスタッフ向けに開放 

• 志願ボラ１０人位が同居、自炊、入浴洗濯は市内 

• 社協派遣社、女子は社協の研修設備に宿泊 

• 概ね１０日から１か月で入れ替わる 

• ２週間以上の活動継続でないと足手まとい 

• 活動後の寮での懇親・情報交換が元気のもと 

 →裏話に真実（ストレス発散、活動の動機など） 

 

 

 



いろんなこと 

• １日のボラ活動は午前・午後２時間程度 

• 始まると終わりに待ち時間が長く、寒さに耐える場面 

• 団体行動ができない個人ボラへの対応→退去 

• 勝手な行動（なんでも引き受けはダメ） 

• 活動方針は安全最優先の社協ルール 

• 商業施設は対象外。床下作業・重量物は原則NO。 

• 地味な活動は人気なく、とガテン系作業に人気だが 

• 住民からの感謝の言葉、親切が報酬 

• 写真も被災地見学も良識の範囲で許容 

 

 

 



ハードボラ活動で気づいたこと 

• 真夏のスポーツ飲料、あっという間の2リットル消費 

• 高圧洗浄機と発電機（ガソリンは保管場所要） 

• ケータイ／スマホ／タブレット、＆充電設備 

• 猫車（一輪車）、バール、リフター（側溝蓋吊り上げ） 

 

• ゴム手袋より皮製手袋（刺傷防止） 

• 夏用下着（放熱、汗）、冬用下着（保温） 

• 張り切りすぎると腰を痛める 

• ありがとう、おつかれさま、の挨拶 

 

 

 



13:10-14:00 体験しましょう 

• 実習編 

 

  ツイッター    ～みんなで作るラジオニュース 

             ☆検索駆使 

             ☆信頼できる発信者をフォロー 

  フェイスブック  ～仲間の近況報告 

             ☆つながる 

  ブログ、HP    ～個人掲示板ニュース、広報 

             ☆記録、意思表示    

 



14:10-14:50 ホームページお助け隊 

• 2012年5月頃から緩くスタート 

• お助け隊ホームページの紹介 

• ママハウス（釜石・仮設団地） 

• ホテル三陽（陸前高田・旅館業） 

• みらい南三陸（南三陸・仮設団地） 

• 小川旅館（大槌・旅館業） 

• きらり復幸商店街（大槌） 

• ベルガーディア鯨山（大槌） 

• シニアネットリアス大船渡（大船渡） 



 
本当に役立つのか 

支援先のそれぞれの事情が 
 



ホームページは難しい！神話の崩壊 

あれ、難しいことだと思っていた 

（そう、従来はHTMLとか・・） 

ツール（ソフト）のインストールがいらない 

パソコンとネットがあれば、いつでもどこでもできる 

最近は、wifi無線環境でどこでもらくらく。 

仲間と学ぶ：ＦＢグループで教え合うのもいい 

 



ホームページお助け隊の実績 

大槌町 

岩手 
宮城 

神奈川 



金太郎 
ハウス 

遠野 
まごころ
ネット 

支援の背景は偶然の流れ 

KSVN 
ボラステ 

遠野 
モデル*1 

復興支援 
ＩＴﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

*2 

ﾎﾞﾗ
ﾊﾞｽ 

ﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞ 

金太郎 
ハウス 

陸前高田 

大槌 

大船渡 
陸前高田 

ＹＣＤＬ 
（ラボ） 

ﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱｲ
ﾝﾌｫ 

*1 遠野まごころネット連携 

*2 ＮＰＯ事業サポートセンター 



ホームページを作るつながり 

• 依頼 ～紹介／クチコミ／その場の会話で 

• 取材 ～サイト要件、内容（写真と文章） 

• 作る ～拙速で作り、希望・意見を反映 

• 公開 ～（検索でヒットする設定も）、紹介・拡散 

・ 更新 ～依頼者自身と代理更新で半々くらい 

    
依頼 
取材 

作
る 

公開 
更
新 



誰を支援するか 

• 商売（お店、旅館など） 
  樫ノ樹、花文、ホテル三陽、小川旅館、タカマス民宿、h.イマジン 

• 商売（仮設住宅での加工食品、アクセサリーなど） 
    みらい南三陸、石巻シュクラン、結い産直、産直リプル 

• まちの情報発信 
    ﾍﾞﾙｶﾞｰﾃﾞｨｱ鯨山、小鎚神社、SNR大船渡、大槌ファンクラブ、 

• NPO活動の報告 
    NPOなとわ、国道45号撮影班、P@CT、菜の花、ママハウス、シェアハウスin鎌倉 

• KSVN関連 
     金太郎ハウス、ｉＫＳＶＮ、教育・こども支援、みちのく絆めぐり、相模原災害VN,瀬谷災害VN、iKSVN 

    



ホームページがいっぱい。 
http://homepage-otasuke.jimdo.com/ 



支援の範囲 

• 作成から更新まで支援 （赤矢印   ） 

  樫ノ樹、花文、小川旅館、タカマス民宿、みらい南三陸、石巻シュクラン、小鎚神社、NPOなとわ 

• 作成時のみ支援 （青矢印   ） 
    ホテル三陽、ベルガーディア鯨山、国道45号撮影班、Ｐ＠ＣＴ、ママハウス、金太郎ハウス 

• 作成講座、あとは自作  （青矢印   ） 
    SNR大船渡、シェアハウスin鎌倉 

• 現地お助け隊の育成 →これからの課題 
    横浜（県サポ）講座、岩手産業振興相談センター？？ 

    



ホームページの構成は概ね同じ 

• サイト（代表）のご挨拶、紹介 

• ブログ（お知らせ、トピックス） 

• 商品やサービスの紹介、購入・支払方法 

• 事業や活動の様子（写真、動画など） 

• 案内地図 

• お問い合わせ 

• 関係するサイトのリンク  

     



商売：金太郎ハウスに支援依頼 

＜ホテル三陽＞ 

• 陸前高田市商工会⇒金太郎スタッフ 

• 集客のため、専用ホームページが欲しい 

＜KSVNに打診＞ 

・メール回覧で挙手あり（旧ITお助け隊） 

・現地依頼元とコンタクトし意向確認 

・試作品で内容などの確認依頼 

・リリース後、何度か手直し 

・現在は、基本的に依頼元が更新+後方支援。 



仮設団地：ワカメ加工で元気と資金 

＜ＮＰＯみらい南三陸＞ *NHK放映 

• 仮設のお母さん達がワカメ販売したい 

・支援団体の知人から対応打診 

＜初めてのホームページ作成＞ 

・南三陸支援ブログの紹介などで、 

 あっという間に注文殺到、売り切れの報告 

・注文は☎＆ＦＡＸ，支払は振込・書留 

・6か月後に初めて依頼主に現地で対面。☎とメール。 

・ワカメにつづき書籍『南三陸からの手紙』も販売好調 

 

 



仮設団地：アクセサリ作成、ママの活動 

＜お母さんが活躍＞  

• お母さん達がアクセサリ作り（石巻シュクラン） 

• 赤ちゃんからお年寄りまで（釜石ママハウス） 

＜仮設団地は自分達で元気にする＞ 

・ネットで伝えてみたい 

・仮設団地を自分たちで支援する 

＜成果＞ 

・活動を伝える、仲間や支援が増える 

 

 



商売：被災地域のお店の絆 

＜大槌町市街地の店舗（町方ご近所さん）＞ 
• 幕末からの旅館（小川旅館） 
• お好み焼き屋（樫ノ樹） 
• ３軒の花屋さんのうち、唯一再開（花文） 
• 2代目を失い母子で名物さけ最中（大坂屋） 
   *野田総理（当時）も訪問。 
＜作成の経緯＞ 
・支援者から紹介 
・コーヒー談義で 
＜成果＞ 
・フェイスブックやツイッターでの広報支援 
・お店の相互リンクで支援対象を広げる 



商売：3度目の正直 

＜大船渡 ジャズ喫茶h.イマジン＞ *河北新報特集 

• 碁石海岸１号店は放火、陸前高田２号店は津波 
• 洋服店主が場所提供、全国からレコード、音響寄贈 
＜作成の経緯＞ 
・横浜野毛のジャズ喫茶ちぐさと2012.311再開 
・ホームページ講座終了時にお店で休憩して 
 その場で仲間と、ホームページ作成を開始 
・お店も無線LANを解放 
＜成果＞ 
・従来のブログに加え新ホームページでは、 
 場所や喫茶メニュー紹介、演奏など紹介 
・KSVNメンバーのファン多数 



商売：再開後に売り上げ停滞 

＜釜石 （有）菅原紙器＞  

• 釜石駅の近くで紙の商品を販売 

• 震災後は同業者3社中2社は廃業 

＜作成の経緯＞ 

・中小企業診断士による再建コンサルが仲介 

・売上伸ばすためネットで会社をPRしたい 

・テレビ岩手で金太郎ハウスから活動を知った 

＜成果＞ 

・経営コンサルと連携する新たな流れ？ 



観光：ブログでイベント告知と報告 

＜大槌町・ベルガーディア鯨山（無料開放）＞ 
• １０年前から森の図書館、ツリーハウスなど 
• 子ども達に夢を育んでもらう 
＜作成の経緯＞ 
・有名な美しい場所を観光訪問 
・ご主人は従来のホームページ（ブログ）投稿 
 に丸一日を費やすため、月１回投稿が限度 
・実際の操作を見学し、簡単ツールを紹介 
＜成果＞ 
・２時間位、一緒に操作をして、あとは、 
 ご主人が自分で投稿するまでに。 
・現在は、週に数回の投稿。喜んでいる 



観光：シニアが頑張る 

＜シニアネットリアス大船渡＞ 

• ＮＰＯ事業ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰと連携 

• 大船渡市の情報発信サイト作成 

＜11人が7回ｘ3時間の講座参加＞ 

• 趣味をホームページにする楽しみ 

• 成果（達成感）はさまざま、でも満足 

• 講座方式より、マンツーマン方式 

 



ＮＰＯ：活動報告と広報 

＜釜石、南三陸＞  

• 文化財アーカイブ活動（国道45号撮影班） 

＜作成の経緯＞ 

・大槌きらり駅で雑談の弾みで（東京） 

・南三陸の懇親会で（高知） 

＜成果＞ 

・助成金等の活動実績報告 

・多忙の人でも、自分でできる 



KSVN：ボランティアステーション広報 

＜ボラステ活動を支援する＞  
• 教育・こども支援 
• 絆めぐり 
• 福島応援隊 
• 金太郎ハウス 
• ホームページお助け隊 
＜情報活用モデル＞ 
・災害に有用な活動や情報を伝える 
＜成果＞ 
・ホームページ効果を身近に知ってもらう 



災害ＶＮ：活動報告のリニューアルに成功 

＜災害ボランティアネットワーク＞  

• ＨＰお助け隊に参加し所属ＶＮのサイト作成 

• 瀬谷区VN,相模原市VN 

＜作成の経緯＞ 

・県サポのＪＩＭＤＯ講座に参加 

・各サイトを自身で作成＆更新 

＜成果＞ 

・情報発信が迅速になった 



地域：デジタル公民館 

＜公民館のＩＴ支援（大船渡市）＞ 

• コミュニティの場にデジタルを 

• ワカメゼミナール 

  わかめ発祥の地、 

  中学生が伝統を伝える 

  発表会、インタビュー 

  記録映像、写真 

 



地域：つながり 

大槌新聞 活動団体 まち歩き 

• 大槌わくわくファンクラブ～ネットの場 
• 幅広い活動内容の共有、現地交流 
 



地域：つながり 
• フェイスブック、ツイッター 

  と三位一体 
 

ホームページ 
ツイッター 

フェイスブック 
 
 



 

ＩＴ支援に順番が回ってきた 



情報活動のマイ道具 
ノートパソコン 

デジカメ 

Tab形wi-fi 
（テザリング形） 

通信カード 
（従来） 

ドコモ携帯 

通信料金とバッテリー消費に留意！ 

電池、充電器 



効果的な情報発信 

• 手間をかけない、拙速でいい 

• 見せ方より伝える内容（写真と文章）と頻度 

• 相互リンク－拡散効果を狙う 

• ＦＢ（、twitter）でSNS三位一体の拡散 

• 誰に向けて発信するのか明確にする 

 ：地域の人、地域外の人、支援者（助成金など） 

• 作る楽しさ 

 ：デジカメ写真、デジカメ動画、ムービー、地図 



拡げる 

• ひとつずつ、ゆっくりと拡大するところから 

 

• クチコミ効果、会話しながらニーズを聞き出す 

•実績作りが先（支援する側もやりながら進歩） 

• PR効果⇒行政や団体、メディアの広報効果 

• NPOやPC教室など、無償や有償支援 

 

• IT支援は、ようやく順番が回ってきた 



FBグループ～JIMDOお助けQ&A 

• https://www.facebook.com/groups/330035750384187/ 

https://www.facebook.com/groups/330035750384187/




神奈川の防災・減災にどう役立つのか 

• たくさんの人の活動体験の記憶を活かす 

• スマホ時代：ＴｗｉｔｔｅｒやＦacebookとの上手い連携 

 

 

 

• ネットで発信することに慣れる 

• 元気なまちづくりは、発信することから 

• ＫＳＶＮ地域ネットでリニューアル進む 



広域支援・後方支援のこれから 

地域FM等メディア 
行政／社協／災ボラ 

消防団 

情報本部 
情報ボランティア（情報団） 

HP支援のつながり（HPお助け隊） 
ボラ活動のつながり 

一般の人々 
 
 

地域メディア（ローカル紙、FM局）連携、 
公的機関との橋渡し、 
他の地域ネットワークとの連携 

地域FM等メディア 
行政／社協／災ボラ 

消防団 

情報本部 
情報ボランティア（情報団） 

HP支援のつながり（HPお助け隊） 
ボラ活動のつながり 

一般の人々 
 
 

地域FM等メディア 
行政／社協／災ボラ 

消防団 

情報本部 
情報ボランティア（情報団） 

HP支援のつながり（HPお助け隊） 
ボラ活動のつながり 

一般の人々 
 
 

地域FM等メディア 
行政／社協／災ボラ 

消防団 

情報本部 
情報ボランティア（情報団） 

HP支援のつながり（HPお助け隊） 
ボラ活動のつながり 

一般の人々 
 
 

これからは、地域を越える水平なつながりを活用する 



ボランティア活動で気遣うこと 
 

• 意思の疎通は案外むずかしい～支援される心苦しさ 

• 被災地や被災者を特別視しない 

• 送り出す家族の不安 

  *遠方に出かける心配 

  *家族に最大の配慮する心がけ 

  *本当に役立ってるの 

  *いつまで続けるの 

 



ゲストコーナー 

• 横浜市瀬谷区災害ボランティアネットワーク 

    https://www.facebook.com/seyasvn?fref=ts 

  http://seya-svn.jimdo.com/ 

    代表 辻川 和伸 氏 

https://www.facebook.com/seyasvn?fref=ts
https://www.facebook.com/seyasvn?fref=ts
https://www.facebook.com/seyasvn?fref=ts
http://seya-svn.jimdo.com/
http://seya-svn.jimdo.com/
http://seya-svn.jimdo.com/
http://seya-svn.jimdo.com/


 

ご清聴ありがとうございました。 


